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平成 19 年 6 月 29 日 

 

各  位 

 
会 社 名 株 式 会 社 フ ォ ト ニ ク ス

代 表 者 名 代表取締役社長 柄 澤 憲 彦

 （コード７７０８ 大証ヘラクレス）

問 合 せ 先
取 締 役 

業 務 管 理 部 長 
吉 安 篤 志

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ３ ３ ６ ３ － ７ ７ ０ ８

 

子会社異動に関するお知らせ 

 

当社は、連結子会社である株式会社ナノテックスの当社保有株式について、下記のとおり、外部有力

パートナーに譲渡することといたしました。株式譲渡に伴い、株式会社ナノテックスは当社子会社から

持分法適用関連会社となりますのでお知らせ致します。 

なお、本譲渡に伴い、当社は平成 19 年 6 月期において売上高（投資育成関係会社有価証券の売却）

455 百万円、売上総利益 347 百万円を計上いたしますので併せてお知らせ致します。 

 
記 

 

1. 株式売却の理由 

 

株式会社ナノテックス（以下：ナノテックス）は、平成 14 年 6 月に設立し、当社と連携して事業

の拡大に取り組んでまいりました。ナノテックスは、光計測・精密計測・情報機器の３事業を手がけ

ており、その優れた技術力は市場から高い評価を得ております。特に、光学機器の結像特性を定量評

価できる測定機器や精密計測における静電容量方式及び光ファイバー方式の非接触変位計の分野で

は、世界的にも競合の追随を許さない地位を確保しております。また、ナノテックスの事業領域にお

けるエンドユーザーは、各種レンズを用いた光学機器・家電（携帯電話・ビデオカメラなど）、ハー

ドディスク、半導体製造機器、画像データ通信機器に亘り、それぞれが世界的に需要が急速に伸びて

いる分野であります。更には、ナノテックスの持つコア技術が、新たな市場での活用も期待されてお

ります。例えば、車載レンズや土木工事現場における計測など、「より安全に」「より効率的に」とい

う社会のニーズに的確に応えていく可能性を秘めており、既に有力企業とのコラボレーションを図っ

ているところであります。 

ナノテックスは、昨年 7月に札幌証券取引所アンビシャスに上場を遂げております。当社は、ナノ

テックスの上場後も大株主の立場からナノテックスの成長に期待してまいりました。ナノテックスが

上場後も順調に業績の進展を遂げている中、当社といたしましては、ナノテックスが今後更なる発展

を遂げるためには、当社が投下する経営資源のみならず、より多くの外部パートナーから事業展開の

面で支援していただくことが必要不可欠と判断いたしました。 

今般、当社が保有するナノテックス発行済み株式の 54.63％のうち、30.28％に相当する株式をＮＩ

Ｓグループ株式会社（以下：ＮＩＳ）の 100％子会社であるエヌ・アイ・ストラテジック・パートナ

ーズ株式会社（以下：ＮＩＳＰ）が運営する、NISP2 投資事業有限責任組合に譲渡することといたし

ました。これにより、ＮＩＳＰが運営する NISP2 投資事業有限責任組合がナノテックスの筆頭株主と

なり、当社は第二位の株主として引き続きナノテックスを支援してまいる所存であります。企業支援
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に長年の実績がある金融グループであるＮＩＳは、中堅企業に対する投資銀行事業をさらに充実する

ことを目的とし、株式・新株予約権等への出資や、MBO・LBO 向けのメザニン・ファイナンスの機能に

特化した子会社としてＮＩＳＰを設立いたしました。その豊富な資金力を背景とした支援のもと、当

社との補完関係が期待できることが譲渡の理由の一つであります。またそれ以上に、ＮＩＳのグルー

プ会社である、株式会社バーズアイ技術投資（以下：バーズアイ技術投資）の存在が今般の譲渡を決

定付けた要因でもあります。 

バーズアイ技術投資の持つ、「技術の目利き能力」と「ビジネスモデリング能力」を活用すること

で、ナノテックスの更なる経営改善や技術開発戦略・マーケティング・Ｍ＆Ａなど、適切な戦略展開

の組み立ての助言が期待できます。当社といたしましても、ＮＩＳ・バーズアイ技術投資とより密接

な関係を構築し、ＮＩＳ・バーズアイ技術投資が掲げるように、技術を基点とした事業の発展、それ

に関わる多くの技術者・企業人の生きがい、その技術成果を利用する多くの消費者の価値創造に直接

的に関与・貢献して行きたいと考えております。したがいまして、本件は、双方の戦略が合致した大

変有益な譲渡であると考えております。今回の譲渡を機に、当社はＮＩＳ・バーズアイ技術投資との

パートナーシップを明確にする方向で協議をしております。 

また、当社は、今回の譲渡代金を有効に再投資すべく、現在弊社が第一に取り組んでいる既存子会

社等のさらなる発展・企業価値増大に努め、また今後有望と見込まれるベンチャー企業・起業家を新

たに開拓し、積極的な営業支援、技術支援及び人材派遣等、「人･モノ･カネ･情報」の面での総合的な

育成事業によって経営基盤を確立させ、株主の皆様にさらなる信頼と御支持をいただけるよう役社員

一同より一層努めてまいります。 

 

なお、本株式譲渡に伴う平成 19 年 6 月期業績への影響等については、別途開示する予定でありま

す。 

 

 

2. 譲渡する株式の概要 

（1） 商号 株式会社ナノテックス 

（2） 代表者 嶋本 篤 

（3） 所在地 東京都品川区高輪二丁目 15 番 19 号 

（4） 設立年月日 平成 14 年 6 月 

（5） 事業内容 光計測装置、情報機器、精密計測装置の開

発・製造・販売 

（6） 決算期 6 月末 

（7） 従業員数 25 名 

（8） 資本金 286 百万円 

（9） 発行済株式数 23,120 株 

（10） 最近事業年度の業績の動向 

項目（単位：千円） 平成 17 年 6 月期 平成 18 年 6 月期 

売 上 高 974,033 951,386 

経 常 利 益 151,310 139,117 

当 期 純 利 益 131,749 84,351 
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3. 譲渡株式数、譲渡前後の所有株式の状況 

 

 

 

 

 

 

4. 譲渡価額、簿価及び譲渡益 

 

 

 

 

 

 

5. 株式の譲渡先 

氏名 事業内容 譲渡株式数 譲渡金額 

NISP2 投資事業有限責任組合 

（東京都新宿区） 

投資事業有限責任

組合 

7,000 株 455 百万円 

 

 

6. 日程 

平成 19 年 6 月 29 日（金） 取締役会決議および株券受渡日 

 

以 上 

（1） 譲渡前の所有株式数 12,630 株 （所有割合 54.63％） 

（2） 譲渡株式数 7,000 株 （所有割合 30.28％） 

（3） 譲渡後の所有株式数 5,630 株 （所有割合 24.35％） 

（1） 譲渡価額（１株あたり） 65,000 円

（2） 譲渡益 347 百万円

投資育成関係会社有価証券の譲

渡代金を売上に計上、譲渡益は

売上総利益に計上 


